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論文審査の結果の要旨 

［ 論 文 内 容 の 要 旨 ］  

 本論文は、入札行動について経済実験を用いて吟味するとともに、囚人のジレンマゲームの意思決定時に生じる感情

の変化を神経科学的に分析したものである。第１章では、博士論文の目的と概観がまとめられている。 

 第２章では、個人の遺伝的気質と後天的性格を調べるTCI (Cloninger, 1989)と入札行動を同時計測する実験結果が

報告されている。実験の結果から、遺伝的気質である新奇性追求(Novelty Seeking)、および、損害回避性 (Harm 

Avoidance)のスコアが、ナッシュ均衡の予測値からのかい離であるオーバービッドに影響していることが示されてい

る。また、入札実験とは独立に実施されたリスク態度誘発実験 (Holt and Laury, 2002)から得られたリスク態度のパ

ラメータと新奇性追求スコアは、交互効果が存在することが確認された。これらの結果から、TCIのうち遺伝的気質は

経済行動の意思決定に関与することが示唆されている。 

 第3章では、繰り返しオークションに入札する状況を実験で設定し、入札の結果を見た被験者が実際に感じるRegret

の大きさが、被験者の次の期の入札額に与える影響を検証されている。結果のフィードバックをコントロールして、

入札結果の情報を与えたところ、ある期にLoser Regretを経験した被験者は次の期により高いBidをするという結果が

得られている。つまり、Loser Regretの経験はoverbidに影響することが示唆された。 

 競争効果による公費の削減を目的として、封印入札方式から競り上げ方式への転換が、公共調達において進められ

ている。第4章では、このような入札方式の変更の効果を科学的な手法で検証されている。具体的には、被験者内割当

を用いて個人の異質性による影響を排除し、二つの制度における入札行動の比較するための実験が実施された。結果

として、封印入札方式では、競り上げ方式より高い入札額が観察された。このことから、公共入札における入札方式

の転換は、政策担当者が意図したような、購入価格の下落をもたららさないという政策的含意が導かれる。 

 第5章では、囚人のジレンマゲーム（PD ゲーム）と承認ステージつき囚人のジレンマゲーム（PDAS ゲーム）を行っ

ている際の脳神経活動をfNIRS（functional Near Infrared Spectroscopy）の撮像によって観察した。その結果、囚

人のジレンマゲームにおいては、ヒトの意思決定において感情の変化が引き起こされていることが示されている。 

 

［ 審 査 結 果 の 要 旨 ］  

 

 本 論 文 は 、 入 札 行 動 の 行 動 経 済 学 的 特 性 を 、 経 済 実 験 を 用 い て 検 証 す る と と も に 、 囚

人 の ジ レ ン マ ゲ ー ム に お け る 感 情 の 変 化 を 神 経 科 学 的 に 分 析 し て い る 。 得 ら れ た 結 果

は 、 こ の 分 野 に 新 し い 知 見 を 加 え て い る と 判 断 で き る 。 し た が っ て 、 本 論 文 は 博 士 （ 応

用 経 済 学 ） と し て の 価 値 が あ る も の と 判 断 す る 。  

 

 

 

 

 

 


